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,.罰答 の紙妥

ガンカ毛科 の路類 のム期 のユ息状滉 之明 らがに し、雰生

生物振妻4~T茂 にガ率 蛮養幾 とするため、第 /∂ 回力
゛
シカ毛

科 餓 の調査 を穏和 Ь2罪 /月 /b日 に答園一杯 |て 利記の

要施票預 により案た し、くの結果 を とりまとめた 。

ハクチヨフ叛 は、 多77哲浦 (銅公衝核 7ひどっθ移ん尖)

に、 ク復 、9z′
`が

ア羽 〔対前年涙比 ′/b銹 )が、力
Sシ

類

は、 ど/暫汀 (鋼益衝核 /Ь,7Z7花 り に、Э夜′//'7沙死刀

(オ鰊 ナヒ//わ 物 )が、力毛寿Hア イサ頚 在答と` 9)は ,

すノ室/沙 哲甘 に.Z7種 !ス Ь/つ′す//羽 f対術界廣 ナヒ

/♪ Z9/7)がえ永それ紙系 こガした (図 ,)。

ノ＼クチ ヨシ頬 、力
゛
シ斉諭ま通去の調査X鎌 のつち (象あの

羽衣で かつた c力 毛頬 で Lズ ,ヽ ヴ 固が北海芝ぐ 2羽 本調査

(初 めくた部 廷/tた 化 、コケヮダカモ がJL海道(わ 弱 、ク

ビワキ ンクロが策索濁
‐
ぐ /刃術界 に銃 こ茫然 とデtた 。
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f/, ハグチ ヨジ類 につ し`<

ナオハクサ ョシ は、 2た /ノ /羽 (対術界反 }ヒ ′ノJ第 )

が 、コ八ク身 ヨシは、 ノ′,才 すじ羽 て鋼山柱牛疲 比 /ヨ Ь男)

が猛然 これた (図 2).

兇戎 rl」 にみ乃 とぢ城県 (/θ、ョЬノ羽 )な るの京〕ヒ見方 (

2/.ク 9イ 耳珂)、 弗イ選髪壽(t/享 ノ月珂)、 及が JL海賀室(3.273

羽 )で 公な の 72場 以上が坂撚 t糸 た (団 3).

オオ八 ダチ ヨフ |よ 、回 軍Iご 示す よつにぢ成 県 (77る つ

蒻 )な なの東北たガ 、新渭県 、〕L海道 のふ芝県 に多 く芝

驀 とれ たっ

コ八 クチ ヨラ は、図すに示す ように新馬 (ラ,多 /7羽 )、

京北北万萄都 、及が島抵 、島象 の面県な な日本海側 の地

域 に多 くた 基 tれ た 。

こ米 らの榎 衛 |よ 、統湘″」界 4〆 り(あ わぅ灰上の鰺呆

がら、 オオハ クチヨシ 法、九カ迫 、束北虻労 、新罵 県な

と北口水 セ、コ八 クチヨウ イ項、束ユL鬼 ガ菊都 、新澄乗 )ズ

帝のコ水力蝦llの 地成 を工 夜越 ム́比 とする 3と が滋黙 乞れ

た (図 早).

八タチ ヨラ頬 は 、島獣沸終表と (/Z5歯 汁 ′すJ,沙 ヲνえa)

(2p,奥慧 羽 、抗旅 禁土 ヱ熟i(す /哲 滸 、字′今ヱす力a)
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で ラ′bz7羽 、絋 X(/∂ 箇汀 、 7ク∂売A)(3ク ′羽 も一

蹴 舅賓 /字 /哲 済 、/え 晃 3■a)で 威,字 ∂7羽雇蒸 こオし

た (図 る)・

図 7に 示す よつに 、オオハ タチ ョラ iま 為獣株 雲Σ (

/」 ∂́イエ羽 )、 一線協泡好 (biかすノ矛D(多 く狐纂これた。

コ八ク子ヨラは、乱秋休叢Lと 棘 崇上工滅で全体の

葡 θき %(2免 ?初 )が 凱承杢れた,

扶デ _)＼ 7孝 ョラ頬 は.Iス 下 の街浙 く'″ く概 蒸ゝさ#tた
,

(単 位 朝ヽ )

Z戒系 1〒 ▽4習 日担ユ定写あο〕注デ乙 Zぉど/(方穴ノ＼ク子ヨシ愚ど)

荊綿県瓢渕 /b`ぎ (方 方ジ＼クチヨ ラねど)

福 鼻系倦崎湖  だア′D(コ ′＼クチヨシ持 ど)

新汚屎上温・上佐湯 つ徊手九澪 /デθ夕てコ′＼ダチ ]シた Zl)

島取 ・名標系ヤ海 ・兵童湖 /fFど (コ ノ＼フチョシ )

新将乗亀盈野温 '蒲ユ却潟 //夕せ てコ八 夕子 コシな どつ
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(2)力 ジ類 につし＼<

駕ガ ン |よ 、 わ′多/7羽 (封前年度 )ヒ //∂ O/p)ヵミ Lシ ダ

イ |ま 。 ジ,7θ /鋼
`対

面年療}Lヮθ¢ )が、コクガ ラは、

プ∂成羽 (対前算療ンL′ メθ%)が掘泰 とた た (図 2)。

尤叛 rl」 にみると、雪戎 (完 ヮチど翌 )、 オ遇 f軍,/家夢期 )

の面乗 、及び万川 、格井、鏃質 、島綬 なる日本方側 (

スヲるβ羽 )で 昼休 の0979/7が掘然 とれた (図 成)。

くがシは、露威系 (■ /b/牙D(外 体 の約 ′z修 が慨

秦 これた っなど、石川 、箱井 の商環で榎茶数が 、初坪立

み lご 祠復 した 。

ヒシクイ 1ま 、新増 (ス 7,7羽 )、 哲戎 、妬 ,キ

「
及ぼ琺質

のム票(答体 の約 7β 携が観緊 された 。なお 、ハ年度 |よ 、

女戎 累痛荻千拓 (すす羽が新たに舷ポ tれ た ρ

コフガ シ|よ 、ユヒ方遂 (227芽門、 考森緊 (す 戌刃 )及

が 山 形 緊最 上
'II牙

口 に メ い く
'羽

が 祝 春 と来 た ,

メ上のせ采がら、煮ガシヒヒシダイは、τ成乗及が新

渇緊双葡 ρヨ水海根」の光抜を、コ7ガ ンは、ユヒ海道 と青森

釆を工な越本鬼 Lす る ことが絃驀 廷准た (図 7).

ガヵ額は、島瑛株妻と (22首 蒲、/ゴ、す73之次)で 、izすア

羽 、航万煎禁よど叛 rす 首ォ、ス字♂光次)(、 フす刑、泳万濫

r/ノ)



Σ (ノ 哲粛 、′,拡 うで 字6羽 、ォ彼牌  (多 う哲方 電

ラ,沙 かどみに)ぐ ど、す
'7羽

茫認 これた (図 ブ∂〕.

司 /メ 1こ 末す とガ リ、とシ グ耳では、‐観察表 の約 ど多物

が_島裁採装区 で餌恭 をれ たが 、コクガ ンで |よ 、一般旅

好 |ご 2す う弱 、0∂ 7・/pが擁然 と来た 。

な分 、ガレ類 は、以下 の菌断 く'多 く祝 瀑 生爪た ,

(酵 μ ミ羽 )

ゼ威県4アヱ灌日江 づo蒸 ど (て ガン患ピつ
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才 //ク 7(マ ガ ンなど)
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(じ)力 な斉諭てつし＼く

擁秦 となた よ な覆 lよ 、平ガ〔 (3争 免クズ7刃 )、 カブレカ
S毛

(2す,,zすョ鋼 )、 コガ毛
`/蕨

字,か」ヱ羽 )、 スだ力
｀
と (

/夕■ククす羽 )、 オナガ
Sガ゛

毛
`ノ

ク劣ノЬる羽
'(あ

つた ,

光攻男JI《 み 冷 と、キ紫 rノズ亨,7/と 羽 )、 斎知 (/夏っ′/6イ

舅ョ)、 差考根 (βノ)7'7羽 )、 驚 岡 (7家 ,今丞す羽 )、  新以蕉;(

7イフノ成g羽 )のふ 県(多 く孤 然 これ た (図 /2).

次ガ .ヒ ズハヴ ロが 2羽 、北淳 壇根 笙術 冬初 ≫く症≦

こ舅tた男七、コヶヮダが 毛が 同 ビく根 至fで あ羽 、アカツ

クシガ 毛が、あ根県葉遂期 く苫刺 、亀象累中務 ぐ 2羽 、

タビ ワ十レク冒が策宗潮 不悉地で /羽産課 これ た 。

体日で景 も多 く堀泰 走れ たく力
゛
毛 のと患外布 |ま 、回 /2

に示 すように なつた 。

くが・E(牙千旅 畠 )|ま 、一 鞍赤_晋 l大 介ぐ光政的協頚灰に

祝秦 され た てコ ノ7)。

Åバ 、力毛類 |よ 、球下 の首箭
‐
でや く祝 泰さ臓tた 。
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昭和 61年度ガンカモ利鳥類の生患調査実施要領

16調査の目的

最近におけるガン・カモ
タ
・ハクチョウ類の冬期の生患状況を把握し、鳥獣保

護行政に必要な資料とする。

2,調査の主体

調査の主体は、都道府県 とする。

3.調 査区域

各都道府県の区域 〈商域を含む。 )と する。

4。 調査項目及び調査内容

(1)ガ ン・ カモ・ ハクチ ョウ類渡来地調査

過去の調査結果、鳥類保護団体からの情報等に基づき、原則としてガン・

カモ・ ハクチ ョウ類の渡来地すべての位置、地況等を調査する。

(2)ガ ン・ カモ・ハ クチ ョウ類個体数調査

ガン・ カモ・ ハクチ ョウ類の渡来地の中から調査地区を定め、調査地区何
に調査員を配置して種毎に個体数を調査する。
調査畑区の選定に当つては、原則としてガン類及びハクチョウ類の渡来地

は全部、カモ類のみの頑来地は、各都道府県の状況に応じて可能な限り多く
の濱来 lraを 選定するものとする。

5.個体数調査の調査 日

個休致調査の調査 日は、昭和 62年 1月 16日 (金 )と する。

ただし、天候又は調査員等の都合により同 日における調査が不可能な場合は、
1月 15日 又は 17日 に実施 して差 し支えない。

6.調 査結果のとりまとめ

調査結果の とりまとめは、別紙調査報告魯作成要領により次の図表を作成す

る。

渡来地位置図

渡来地慨況表

個体数調査表
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ア.調査地区一覧表

イ.ハ クチヨウ類個体数調査表

ウ。ガン類個体数調査表

工.カ モ順個体数調査表

(1)調 査員肉駅表

(5)渡 来数変動状況表

7.留 意事項

(1)調 査精度の向上について  _
ア.調査を実施するにあkり 必要があれば、 (財 )日 本野鳥の会等民間団体とあ

らかじめ調査方法等について協函すること。

イ.個休数調査については、双眼観、望遠鋭、写真機、数取器等を使用し、類似

種及び稀少種の確実な判別及びカウントの重複及び調査洞れの防止に努めるこ

と。

(2)2以 上の都府県にわたる調査地区の調査について

調査地区が 2以上の都府県にわたる河川、湖、湾等の場合は、相互に協議

の上、カウントの重複及び調査溺れの防止に努めること。

(3)本 調査は、早期に全国集計を行う必要があるので、報告期限を厳守すること。
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町

(別紙 )

ガン・ カモ・ ハクチ ョウ類調査報告目作成要領

.ガ ン・ カモ・ ハクチ ヨウ類渡来地調査

(1)渡来地位置国の作成

ア.墨図 (国土地理院発行 1/20万 地努図 )上 に渡来地 (1月 中旬頃渡来 して

いる地区に限る。 )を 記入する。

イ.渡来地の記号は次のとお りとし、複数の種類が渡来する場合には、各記号を

組み合わせること。

カ モ 類 の 渡 来 地…・・・・。●

ハクチヨウ類の渡来地………□

ガ ン 類 の 渡 来 地…・・・・・◇

(注 )個体散調査の結果確認できなかつた場合は、○印とする。

ウ。濱来ltuの 面積が 5 0 0haを 越える場合には、その範囲をくくり換で記入する

こと。

工.記号の色彩は、□体数調査を行う渡来地は赤色、その他の渡来地は照色を用

いること。

オ.濱来地には、固体致調査を行う渡来地、その他の渡来地の順で番号を付すこ

と。

(注 )番号は、個休数調査の調査地区番号等 と合わせること。
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(2)濱来地慨況表の作成

ア.渡来地 (個体数調査を行う渡来地を除く。)の位置、地況、渡来状況等を様

式 5に よりとりまとめる。   ‐

イ。「 3次 メッシユコード番号」

渡来地の3次メッシュコード番号を記入すること。3次メッシュコード番

号は、自然環境保全基礎調査で用いられたもの (8桁 )を使用すること。榎

数のメッシユにかかる場合には、すべて記入すること。

ウ。「地況」

次の区分によること。

海 岸

河 日 (河 日から海域にかけて渡来している場合に用いる。 )

河 川

湖 沼 (人造池を除く。 )

人造池 (ダム湖、ため池、濠等を含む。 )

その他 (水 田、塩田跡等 )

「濱来種」

渡来種が判明している場合には、主要濱来種を記載する。

「個体数の慨数」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記破すること。

渡来数1 0 0 羽 以 上……「A」

″ 10羽以上100羽未満……「B」

″ 10羽 未 満… 「 C」

2.ガ ン・ カモ・ ハクチ ヨウ類個体数調査

(1)個 体数調査地区一覧表の作成

ア.個 休数調査 lrd区 の位置、地況、調査者等を様式 1に よりとりまとめること。

イ。「 3次メッシユコード番号」

1-(2)一 イ参照

ウ。「地況」

1-(2)一 ウ参照

工 .
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工。「周辺の土地利用」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記載することとし、 2種類以

上の土地利用がみられる場合には、主要なものを 2つ まで記破すること。

眠  謝1 地………「眠 l

森    林………「林」

柴落・ 市街地………「市」

そ  の  他………「他」

オ。「鳥獣保護区等の区分」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記載することとし、 2種類以

上の区域にかかる場合には、すべて記破すること

鳥 獣 保 護 区……………………………「保」

休  猟  区……………………………「休」

鳥 tiA保 護及狩猟二Bdス ル法律第11条

第 1項第 3号 から第 6号 の場所………「公」

銃猟崇止区域……………………………「禁」

銃猟制限区域……………………………「制」

猟    区……………………………「猟」

そ  の  他……………………………「一」

力。「調査人員 J

各調査地区何に調査人員の延人数を記入すること。

(2)個 体独調査表の作成

ア.種別の個体数をハクチヨウ類、ガン叔、カモ類何に様式 2～ 4に よりとりま

とめる。

イ.調査処区番号は、個体致調査llu区 一覧表に用いた番号に合わせること。

ゥ。「その他」

様式の種名欄に掲げられていない種の団体数を種別に記入すること。

なお、記入lWlが 不足した場合には、様式最下段の「その他の内訳」側に調

査地区衛に記載すること。

(3)調査員肉訳表の作成

各都道府県における調査員の実人数を様式 6に よりとりまとめる。

(必
'



(4)頑 来数の変動等の特記事項一覧表

ア.ハ クチヨウ類及びガン類の主なEA来地 (昭鶏160年度又は61年度のlE来 数

が、ハクチヨウ類にあつては200羽 以上、ガン類にあつては100羽 以上の

頑来地をいう。)の うち、本年度の頑来数が前年度の漫来数に比べ慨ね±50
%以上変動した調査地区、並びに次の稀少種が昭和 60年度又は61年度に頑

来した調査地区について、当該種の渡来数の変動要因又は当該穫の直近の渡来

状況等を様式 7に よりとりまとめる。

(稀少種 )ガ ン類……シジユウカラガン、ハクガン、サカツラガン

カリガネ、ハイイロガン

カモ類……リコウキ・■ウガモ、アカツクシガモ、アメリカヒドリ

シマラ′ジ、アカハンハジロ、オオホシハジロ

メジロガモ、アカハジロ、ケワタガモ、コケワタガモ

フラナミキンクロ、ヒメハジロ

イ。調査地区番号は、個体数調査地区一覧表に用いた番号に合わせること。

ウ。「変動した要因等」

ハクチョウ順、ガン類の濱来数が変動した場合は、天候、積雪の状況、FH

の多少、生息地の改変等要因として考えられるものを簡明に記載し、カモ類

の稀少種に関しては、今回渡来した場合のみ前回渡来年月、渡来数を記載す

ること。

(マノ
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